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と
県
の
現
地
機
関
で
つ
く

る

「南
信
州
地
域
戦
略
会

議
」
の

「リ
エ
ア
中
央
新

道
を
見
据
え
た
地
域
づ
く

り
部
会
」
は
１６
日
、
飯
田

市
追
手
町
の
県
飯
田
合
同

Ｊ
Ｒ
東
海
か
ら
リ
エ
ア
の

環
境
影
響
評
価
方
法
書
に

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

５
「
ご
今
釧
フ
Ｔ
ロ
コ
α
ご
一〓
ロ

フ
年
十
み
Ｗ

〕

．
Ｌヽ
Ｖ

）
―

説
明
を
受
け
た
。

飯
伊
市
町
村
の
総
務
、

企
画
課
長
な
ど
約
３０
人
が

出
席
“
同
社
か
ら
は
環
境

保
全
統
括
部
の
澤
田
尚
夫

担
当
部
長
や
環
境
保
全
事

務
所

（長
野
）
の
奥
田
純

三
所
長
ら
が
訪
れ
た
。
開

会
あ
い
さ
つ
で
部
会
長
の

伊
藤
実
飯
田
市
企
画
課
長

は

「リ
エ
ア
は
ル
ー
ト
を

含
む

一
定
の
方
向
性
が
見

え
て
き
た
が
、
ま
ち
づ
く

り
の
本
格
的
な
議
論
は
こ

れ
か
ら
。
今
後
の
地
域
づ

く
り
に
向
け
て
有
意
義
な

会
合
と
し
た
い
」
と
述
べ

た
“
　
　
　
　
　
　
¨

会
議
は
冒
頭
を
除
い
て

非
公
開
。
事
務
局
の
県
下

伊
那
地
方
事
務
所
地
域
政

員
会
が

「山
梨
と
同
様
に

長
野
県
分
も
ま
と
め
て
提

出
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め

た
件
に

つ
い
て
は

「検
討

く
開
示
す
る
よ
う
要
望
し

た
。一

方
、
１２
月
６
日
か
ら

始
ま

っ
た
猛
禽
類
現
地
調

南信州地域戦略会議の リニア関連部会 で
」 R東海 が環境アセスなど説明

（第
■
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
午

前
１１
時
１５
分
）
で
宮
崎
県

代
表
の
高
鍋
と
対
戦
す

る
。
高
鍋
は
２
年
ぶ
り
１９

度
目
の
出
場
。

飯
田
の
花
園
出
場
は
２

年
ぶ
り
７
度
目
。
初
戦
突

破
を
果
た
し
た
■
９
９
８

（平
成
１０
）
年
の
第
７８
回

大
会
以
来
と
な
る
全
国
大

会
２
勝
目
を
狙
う
。

花
園
に
向
け
、
２４
日
午

前
に
飯
田
を
出
発
す
る
。

阿部知事 と記念撮影する選手 ら

飯
田
高
ラ
グ
班
が
知
事
表
敬

２７
日
に
東
大
阪
市
の
近

鉄
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
で
開

幕
す
る
第
９‐
回
全
国
高
校

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た

飯
田
高
校
ラ
グ
ビ
ー
班
の

選
手
ら
が
１６
日
、
県
庁
を

訪
ね
、
阿
部
守
一
知
事
に

健
闘
を
誓
っ
た
。

訪
れ
た
の
は
下
沢
秀
夫

校
長
や
湯
沢
一
道
監
督
、

３
年
生
の
選
手
ら
計
２４

人
。
有
賀
啓
太
主
将

は

「自
分
た
ち
の
目
指
し
て

い
る
プ
レ
ー
を
や
り
切

っ

て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
意

気
込
み
を
語

っ
た
。
　
一

阿
部
知
事
は

「日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
、
努
力
の

成
果
を
発
揮
し
、
ま
ず
は

■
回
戦
を
突
破
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
し
、
ラ
グ
ビ

＝
ボ
ー
ル
を
贈

っ
た
“

飯
田
は
２８
日
の
■
回
戦

く
り
の
視
点
で
考
え
て
い

く
と
、
職
員
は
地
域
の
存

続
の
た
め
に
市
民
の
先
頭

に
立
つ
立
場
に
あ
る
。
そ

の
と
き
に
市
民
と
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ

を
認
識
し
て
も
ら
い
た

い
。
な
お
か
つ
ヽ
市
民
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ト
ク
を
つ
く

る
上
で
い
仕
事
を

一
生
懸

命
に
や
る
の
は
あ
た
り
ま

え
で
あ

・
り
、
地
域
の

一
員

と
し
て
参
画
す
る
こ
と
が

必
要
」
と
強
調
し
た
。

研
修
で
は
、
損
害
賠
償

と
は
、
憲
法
第
１７
条

「何

全
職
員
対
象
に
計

飯
田
市
が

―
自
治
体
汁

飯
田
市
は
１６
日
゛
外
部

講
師
を
招
い
て
全
職
員
を

対
象
に
し
た

「自
治
体
法

務
研
修
」
を
昼
と
夜
の
２

回
開
催
し
た
。
講
師
は
第

一
法
規
か
ら
派
遣
し
て
も

ら

っ
た
。
■
月
３０
日
も
昼

と
夜
の
２
回
開
く
。
合
計

４
回
の
研
修
を
通
じ
て
、

法
令
順
守
の
た
め
の
法
務

の
理
解
と
周
知
を
図
る
。

昼
の
研
修
会
の
冒
頭
、

渡
邊
嘉
蔵
統
括
副
市
長
は

「不
祥
事
が
続
く
中
で
職

員
研
修
を
続
け
て
き
て
い

る
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

て 僧 椙 法 宇 園 る 僧 υ士 る シ 為 人か r● 日H煮 施 市 え 飯 れ 田 時 が 合


